
統合レポーティングの可能性と課題
「論点 2:r自社の強さJをいかに認識・ f論点 1:何のために作成するか
漬IJ定・統合化するか{プロセス・手段)J一一一一一一一 明一一一一一つ 倒的・動機)J

-1 二二竺戸時一二ど:三三二 
¥ 

i企業の{高撞創造プロセスの 利用自的の充足“促進

i統合化[技術的ハードjレ] 支接者 {有効性J

媒介者

スチークホル
利用者 ダー(投資家、統合マネ 作成者 

顧客・取引先箱
ジメント 金融機関等}

経誰者 スチークホjレダー

企業の持続的発震と企業経営の改善

一 一一一…一一よミミュミケ竺支ヨ';L"'¥士J::lk.l__
庁舎点 3:その効果はいかに{結果}、また、

いかにして企業協組の更なる世進を図るかj 



図灘� 1 封務、非射務、海部統制および監査の相互補完関係

，11， 

情報� IJスケ

(記i主的・� 
1:fA~情報}

情報リスク� 

(J*~11 主義
野i ‘~

リスク・マネジメント

情報リスク/リスク情報の誌記関ぷ

保説機能 リス'7・
(レピコー等) マネジメ:〆ト

統制

リスクジ)� 

.i浜市f機能

情報� IJスケ� 

2 




開表2 スデークホルダーの読点から見た知的資産経堂報告審の問題点とその対主主

ステークホルダー 知的資庫経営報告書の問題点 統合報釣フレームワークによる

取っ山企業(制J 

-これからfI指す新開品、事業活動の}JI白j牲に関する情報が欲� I-統合報告の{将来の議望)では、事業活動の将来

I しい(近畿経済産業局、報告書、� 37民)0 的贈を合同業機会、挽戦的課題や不誠実性、

および事業戦略や将来業績にコいてのインブヲワ

ケ…ションの記述がd必鰹

金融機

強みがどのように将来の利益やキャッシュ・ブ口一、

出場変色への対応力、韓 /f~優位 nにコ誌がっているのか書い

てもらいたい(1司、� 38tO。� 

-K P 1 ~土、財務諸表と関連性があるものは日滋性を感じる(

上)。

-統合報告の{業績〕構では、 KPI等の指標を含

む定性的情報と定註的情報を提供。謀本ーと現イ上の

業譲、現在の業績と羽来の見通しとの杭Ilj.rmのゆj

採な結びコきが必製

の位指ゴ1:場環境や業界の中での自主rli-業界全体の成長性等の -統合報告の{リスクと機会;を含む事業環境にソ

け、企業の将来性:等にソいては、書けている企業が少ない(� いて、重大なリスクと機会を含む事業体が事業前

1-')0 をfrコている埠壊にコいて

-企業の将来悦等について{将来の展望;参照 

-弱みにコいて、思い切ッて弱みを書き、こういう対東をとッ -1二記の{リスクと機会}欄において、自主t: 1) の弱み(

ているから大丈夫だというストーリーをきちんと見せな スク)とその対応 (リスクマネジメント}の明示

ぱ、当該食業への詳細・信頼へとフながる場告もある(冊、� 38 よる報告書の括任一弱みを克ij[えするための

頁)。 り組みやノウハウ


